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デ
ジ
タ
ル
庁
設
立
の
経
緯

　
21
年
9
月
1
日
、
日
本
の
官
民
に
お
け

る
D
X
の
司
令
塔
と
な
る
組
織
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
た
（
図
表
1
）。
内

閣
直
轄
で
総
理
大
臣
を
組
織
の
長
と
し
、

そ
の
下
に
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
総
理
大
臣
が
ト
ッ
プ
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
D
X
は
省
庁
横
断
的
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

他
省
庁
の
大
臣
補
佐
官
と
事
務
次
官
を
兼

ね
た
職
務
を
担
当
す
る
デ
ジ
タ
ル
監
や

CxO

（Chief x O
fficer

、
最
高
〇
〇
責

任
者
）
な
ど
に
は
、
専
門
性
の
高
い
民
間

人
材
が
積
極
的
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
組

織
編
成
は
、
全
体
戦
略
の
三
つ
の
柱
ご
と

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
（
縦
）
と
専

門
領
域
ご
と
の
ユ
ニ
ッ
ト
制
（
横
）
か
ら

な
る
「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
」
と
さ
れ
て

お
り
、
各
職
員
は
専
門
性
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
要
望
に
応
じ
て
機
動
的
に
配
属
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
庁
は
わ
が

国
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
の
司
令
塔
と
し

て
、
官
民
の
D
X
へ
の
取
り
組
み
を
け
ん

引
す
る
と
と
も
に
、
霞
が
関
の
古
い
慣
習

か
ら
脱
却
し
、
今
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

組
織
文
化
を
醸
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
わ
が
国
で
は
2
0
0
0
年

代
初
頭
か
ら
、
I
T
や
デ
ジ
タ
ル
に
関
連

す
る
数
々
の
政
策
や
戦
略
等
が
相
次
い
で

策
定
さ
れ
て
き
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活

用
に
よ
る
経
済
成
長
や
効
率
化
、
利
便
性

向
上
と
い
っ
た
観
点
ば
か
り
で
な
く
、
災

害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
の
非
常
時
に
お

い
て
社
会
や
経
済
の
機
能
を
維
持
す
る
上

で
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
組

織
ト
ッ
プ
の
認
識
不
足
や
業
務
・
体
制
の

変
更
に
対
す
る
現
場
の
抵
抗
、
縦
割
り
組

織
の
壁
、
専
門
家
人
材
や
I
T
リ
テ
ラ
シ

ー
の
不
足
な
ど
が
あ
り
、
平
時
に
戻
る
と

危
機
感
も
薄
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
の
遂

デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
か
ら
2
年

D
X
の
司
令
塔
と
し
て
の
期
待
と
課
題

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
任
研
究
員

野
村
敦
子

解 説

　
2
0
2
0
年
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
、
非
対
面
・
非
接
触
を
可
能
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
社

会
へ
の
移
行
を
一
段
と
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
官
民
に
お
け
る
D
X
の
遅
れ
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
日
本
社
会
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
強
力
に
推
し

進
め
る
司
令
塔
と
し
て
、
21
年
9
月
1
日
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
た
。
そ
れ
か
ら
2
年
が
経
過
し
、
同
庁
職
員
の
尽
力

の
下
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
一
方
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
リ
ス
ク
管
理
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
課
題
も
顕
在

化
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
反
省
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
一
方
的
に
推
し
進
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
の

ニ
ー
ズ
も
十
分
に
く
み
取
り
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
に
関
し
て
は
丁
寧
な
説
明
を
尽
く
し
、
国
民
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ

る
組
織
と
な
る
べ
く
、
不
断
の
改
革
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

の
む
ら
・
あ
つ
こ
　
88
年
早
大
政
経

学
部
卒
、同
年
三
井
銀
行（
現
三
井
住

友
銀
行
）入
行
。さ
く
ら
総
合
研
究
所

（
現
日
本
総
合
研
究
所
）産
業
調
査
部

等
を
経
て
、現
職
。注
力
テ
ー
マ
は
成

長
戦
略
、デ
ジ
タ
ル
変
革
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
政
策
、ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
。筑

波
大
学
博
士（
社
会
工
学
）。
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行
に
必
須
の
行
政
改
革
は
遅
々
と
し
て
進

ま
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
社
会
や
経
済
が
機
能
不
全
に
近
い
状
態

と
な
っ
た
。
わ
が
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
対

策
に
手
を
焼
い
て
い
る
一
方
で
、
平
時
よ

り
デ
ジ
タ
ル
化
を
着
実
に
進
め
て
き
た
諸

外
国
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
や
教
育
、
医
療
な
ど
の
オ
ン

ラ
イ
ン
へ
の
移
行
な
ど
で
着
実
な
成
果
を

示
し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
敗
戦
」
と
も
呼
ば

れ
る
事
態
に
陥
っ
た
わ
が
国
政
府
の
危
機

感
は
高
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
一
丁
目
一

番
地
の
最
重
要
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
菅
義
偉
首

相
（
当
時
）
の
肝
煎
り
で
デ
ジ
タ
ル
庁
が

発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
庁
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
障
害
と
な
っ
て
き
た
省
庁
間
、

中
央
と
地
方
間
な
ど
組
織
間
の
縦
割
り
構

造
の
打
破
や
旧
態
依
然
と
し
た
規
制
・
制

度
の
改
革
を
使
命
と
し
、
各
省
庁
に
対
す

る
総
合
調
整
機
能
（
勧
告
権
等
）
や
予
算

を
含
む
国
等
の
シ
ス
テ
ム
の
統
括
・
監
理

な
ど
強
い
権
限
を
有
す
る
組
織
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
2
年
間
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
や
ア

ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る

（
図
表
2
）。

次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点

　
そ
の
一
方
で
、
官
民
か
ら
多

様
な
人
材
を
集
め
た
急
ご
し
ら

え
の
組
織
で
あ
る
こ
と
、
省
庁

間
や
規
制
・
制
度
の
壁
を
乗
り

越
え
組
織
横
断
的
な
課
題
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
野
心
的
で
は
あ
る
も
の
の

手
探
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数

多
く
抱
え
て
い
る
こ
と
、
な
ど

を
背
景
と
し
て
、
次
々
に
問
題

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
①
業
務
面
②
組
織
面
③

管
理
面
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
業
務
上
の
問
題
点

と
し
て
代
表
的
な
も
の
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
シ
ス
テ
ム

ト
ラ
ブ
ル
や
誤
登
録
の
発
生
で

あ
る

1

。
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
証
明
書
発
行

サ
ー
ビ
ス
で
他
人
の
証
明
書
が

誤
っ
て
発
行
さ
れ
た
事
例
の
ほ

民間人材

2023年1月新設

戦略・組織等4グループ
×専門人材ユニット

内閣総理大臣

デジタル大臣 各種会議体副大臣、大臣政務官

デジタル監 CxO：CA、CTO etc.

経営企画室

デジタル審議官

デジタル社会推進会議（閣僚）
デジタル社会構想会議（有識者）
（デジタル臨時行政調査会…2023年10月廃止
➡内閣官房にデジタル行財政改革会議設置）
関係府省庁の会議
各種ワーキンググループ

職員数約1,000人（2023年8月現在）
行政職員50％
民間人材50％

役割
強力な総合調整機能（勧告権等）
国等の情報システムの統括・監理、予算を一括計上
基本方針策定など施策の企画立案

注力領域
１. 生活者・事業者・職員にやさしいサービスの提供
２. デジタル基盤整備による成長戦略の推進
３. 安全・安心で強靭なデジタル基盤の実現

ミッション　「誰一人取り残されない、人に優しいデジタル化を」
デジタル社会形成の司令塔として、未来志向のDXを大胆に推進し、
デジタル時代の官民のインフラを今後5年で一気呵成に作り上げる

（出所）デジタル庁ホームページ等をもとに日本総合研究所作成

〈図表1〉デジタル庁の概要

65.1％
2022年7月から 3.6倍

約 6,410 万人

※マイナンバーカード累計交付枚数を分母として算出

マイナポータル登録者数

2022年度から 2.9倍

465

公的個人認証サービス
利用事業者数

2023年2月開始 2022年8月から 1.5倍 2022年8月から 4.3倍

約 38 万件

引越し手続き
オンライン申請数

2022年8月から

+5,776条項

9,669条項

アナログ規制見直し
条項数

141件

サービスマップ
登録サービス数

約 6,550 万件

マイナンバーカード健康保険証
としての利用登録累計数

子育て・介護関係の手続き
オンライン化完了自治体

60.9％

公金受取口座の
登録率※

71％

マイナンバーカード
保有率

20.6％

住民票写し
コンビニ交付率

2022年10月開始

70.4％

公金受取口座
利用自治体率

手続きの手間を最小に 一人ひとりに寄り添うサービスへ

効率化

もしものときに素早く支援

緊急対応

デジタル化を妨げる規制の撤廃

事業創出

利便性向上

（出所）「デジタル庁 年次報告書　2022年9月-2023年8月」より一部抜粋

〈図表2〉これまでの取り組みの主な実績

1　それ以外にも、デジタル庁が重要施策の一つとして取り組んでいる、法人や国土など日本の公的基礎情報をデータベース化する「ベース・レジストリ」
の整備事業においても、事業所のデータ整備方法を検証するパイロット事業が2022年3月に中断されている。
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か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
を
一
体
化
さ
せ
る
マ
イ
ナ
保
険
証
を
は

じ
め
と
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
情
報

の
紐
付
け
の
誤
登
録
、
公
金
受
取
口
座
と

し
て
本
人
以
外
の
口
座
の
登
録
な
ど
、

次
々
に
ト
ラ
ブ
ル
が
明
ら
か

に
な
っ
た
（
図
表
3
）。
誤

っ
た
証
明
書
の
発
行
は
I
T

ベ
ン
ダ
ー
が
構
築
し
た
シ
ス

テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
バ
グ

が
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
が
、
情
報
の
誤
登
録
に
関

し
て
は
、
人
為
的
な
ミ
ス
が

大
半
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
過
去
に
も
同

様
の
誤
登
録
・
誤
操
作
の
経

験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
教
訓
と
し
て
学
ん
で
い

れ
ば
、
ミ
ス
が
発
生
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
あ
ら
か

じ
め
対
策
ま
で
検
討
し
て
お

く
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
作
業
に
従

事
す
る
人
員
の
不
足
に
加
え
、

現
場
の
具
体
的
な
作
業
プ
ロ

セ
ス
の
確
認
や
ミ
ス
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
等
を
考
慮

せ
ず
、
無
理
な
期
限
を
設
定

し
て
見
切
り
発
車
し
た
と
こ

ろ
に
問
題
の
根
幹
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
デ
ジ
タ
ル
庁
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
応
じ
て
人
員
を
配
置
す
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
霞
が
関
に
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
か
つ
機
動
的
な
組
織
体
制
で
あ
る
が
、

一
方
で
、
責
任
の
所
在
や
情
報
伝
達
ル
ー

ト
な
ど
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
な
ど
、
組

織
構
造
上
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

従
来
通
り
の
構
造
で
は
縦
割
り
の
固
定
化

さ
れ
た
官
僚
組
織
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
柔
軟
か
つ

フ
ラ
ッ
ト
で
、
横
串
を
通
し
た
組
織
に
し

よ
う
と
い
う
発
想
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
を

採
用
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
1
0
0
を

超
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
像
を
つ
か

み
統
治
す
る
機
構
が
な
い
ば
か
り
か
、
自

分
の
参
加
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
し

か
分
か
ら
な
い
「
タ
コ
つ
ぼ
」
状
態
に
な

っ
て
し
ま
い
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
、
自
分
の

報
告
す
べ
き
相
手
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど
の
弊
害
が

生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
官
民
か

ら
多
様
な
人
材
を
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
の
融
合
に
よ
る
相
乗
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
た
が
、
共
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
組
織

に
浸
透
さ
せ
る
の
に
時
間
が
十
分
で
な
か

っ
た
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
組
織
の

や
り
方
か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
な
ど
、

同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
推

進
す
る
力
に
も
欠
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
発
足
わ
ず
か
8
カ
月
で
民
間
か
ら

招し
ょ
う
へ
い聘
し
た
事
務
方
ト
ッ
プ
の
交
代
が
起
き
、

若
手
の
有
望
人
材
が
相
次
い
で
退
職
す
る

な
ど
の
事
態
も
生
じ
た
。

　
第
三
に
、
組
織
内
で
の
迅
速
な
情
報
共

有
や
、
適
時
適
切
な
情
報
公
開
、
リ
ス
ク

管
理
な
ど
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
例

え
ば
、
公
金
受
取
口
座
の
誤
登
録
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
22
年
7
月
に
は
把

握
し
て
い
な
が
ら
、
所
管
す
る
デ
ジ
タ
ル

大
臣
に
報
告
が
上
が
る
ま
で
10
カ
月
も
の

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
早
期
に
情
報
共

有
が
で
き
て
い
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
ミ
ス

は
回
避
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
国
民
向
け

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
機

関
と
い
う
表
面
的
な
役
割
に
ば
か
り
焦
点

が
当
て
ら
れ
、
透
明
性
や
説
明
責
任
の
確

保
、
個
人
情
報
の
保
護
な
ど
、
国
民
の
情

報
を
取
り
扱
う
機
関
が
本
来
重
視
す
べ
き

基
本
的
な
体
制
づ
く
り
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。
前
述
の
組
織
が
未
成

熟
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
。
ま
た
、
報
告
・
連
絡
の
ル
ー
ト

が
確
立
で
き
て
い
な
い
の
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
組
織
内
の
風
通
し
が
悪
い
、
上
に

は
い
い
こ
と
の
み
報
告
し
て
「
臭
い
も
の

に
は
蓋
を
す
る
」
と
い
う
悪
し
き
慣
習
が

依
然
と
し
て
染
み
付
い
て
い
る
こ
と
も
疑

う
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
が
多
発
し
た
こ
と
を

受
け
、
23
年
9
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
は
個
人

他人の情報登録
本人が希望していないのに登録
使えない（登録漏れ）

他人の口座を誤登録
家族名義の口座を登録

他人の証明書発行
登録抹消の証明書発行
住所変更未反映の証明書発行

他人に付与

同姓同名に交付

手入力、確認漏れによるミス

共用端末のログアウト漏れ
氏名が不一致でも登録可能とするシステムの不備

システム上の不備
事務作業のミス

共用端末のログアウト漏れ

照合、確認が不十分

トラブル

マイナ保険証

公金受取口座

マイナポイント

マイナカード

コンビニ交付

原因

（出所）日本総合研究所作成

〈図表3〉マイナンバーカードを巡るトラブル
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情
報
保
護
委
員
会
か
ら
行
政
指
導
を
受
け

て
い
る
が
、
同
委
員
会
は
「
デ
ジ
タ
ル
庁

の
構
造
問
題
」
と
と
も
に
、「
当
事
者
意

識
の
欠
如
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
策

　
前
述
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
個
人
の
情
報
の
紐
付
け
に
関
連

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
は

緊
急
対
応
策
と
し
て
23
年
6
月
に
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
情
報
総
点
検
本
部
」
を
立
ち
上

げ
、
同
年
11
月
末
ま
で
の
紐
付
け
実
施
機

関
に
対
す
る
調
査
と
再
発
防
止
策
の
実
施

を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
組
織
に
関
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁

は
他
の
省
庁
に
は
な
い
フ
ラ
ッ
ト
か
つ
機

動
的
な
組
織
（
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
）
を

特
徴
と
し
て
い
た
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
リ

ス
ク
管
理
、
全
体
の
統
括
と
情
報
共
有
と

い
っ
た
機
能
が
不
十
分
な
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
23
年
に

入
っ
て
新
設
さ
れ
た
経
営
企
画
室
の
機
能

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
管
理
体

制
を
刷
新
し
た
。
経
営
企
画
室
は
、
他
省

庁
の
大
臣
官
房
に
相
当
す
る
も
の
で
、
デ

ジ
タ
ル
庁
全
体
の
戦
略
や
方
針
の
検
討
と

合
意
形
成
、
情
報
集
約
と
関
係
者
共
有
、

グ
ル
ー
プ
横
断
的
な
課
題
抽
出
と
方
向
性

の
決
定
を
進
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
リ
ス
ク
管
理
体

制
に
つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
事
案

を
総
括
す
る
担
当
（
個
人
情
報
保
護
、
イ

ン
シ
デ
ン
ト
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
各
総

括
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
広
範
な
リ

ス
ク
を
速
や
か
に
把
握
・
共
有
し
、
対
応

で
き
る
体
制
の
構
築
と
と
も
に
、
リ
ス
ク

事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
連
絡
先
を
設
置

し
、
関
係
者
と
の
情
報
共
有
を
即
時
に
行

え
る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
併
せ
て
、
23
年
10
月
に
総
理
大
臣
が
議

長
を
務
め
、
各
府
省
庁
の
大
臣
と
有
識
者

を
構
成
員
と
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改

革
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
（
事
務
局
は
内

閣
官
房
）。
同
会
議
は
、
規
制
改
革
や
行

政
改
革
、
デ
ジ
タ
ル
改
革
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
等
の
司
令
塔
と
し
て
設

置
（
こ
れ
に
伴
い
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調

査
会
は
廃
止
）
さ
れ
た
。
同
会
議
は
、
急

激
な
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

利
用
者
起
点
で
行
財
政
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
デ
ジ
タ
ル
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
強
化
や
地
域
経

済
活
性
化
を
図
り
、
規
制
・
制
度
の
徹
底

的
な
見
直
し
な
ど
社
会
変
革
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ

ル
庁
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

D
X
に
つ
い
て
、
各
省
庁
の
ト
ッ
プ
も
同

会
議
を
通
じ
て
当
事
者
と
し
て
関
与
す
る

こ
と
で
、
推
進
力
を
一
段
と
高
め
る
狙
い

で
あ
る
。

求
め
ら
れ
る
原
点
回
帰
と
今
後
の
展
望

　
こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
庁
の
歩
み
を
振

り
返
る
と
、
関
係
者
の
尽
力
の
下
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
基
盤
整
備
が
着
実
に
進
め
ら

れ
て
い
る
点
や
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
取
り
組

み
を
広
く
社
会
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
情

報
発
信
に
積
極
的
な
姿
勢
な
ど
は
高
く
評

価
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
デ
ジ
タ
ル
化

は
2
年
と
い
う
短
期
間
に
達
成
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て

取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
は
避
け
ら
れ
な
い
も

の
の
、
国
民
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
努

力
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
使
命
で
あ
る

不
断
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
進
め
る

に
当
た
り
、
留
意
す
べ
き
点
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
発
足
か
ら
2
年
た
っ
た
今
、

設
立
の
原
点
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
設
立

の
本
来
の
目
的
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、

①
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

や
環
境
の
整
備
②
変
革
の
障
害
と
な
る
規

制
や
制
度
の
見
直
し
③
組
織
の
縦
割
り
の

打
破
に
よ
る
官
民
一
丸
と
な
っ
た
D
X
推

進
―
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

本
来
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
上
で
大
き
な
設
計

図
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
不
足
す
る

イ
ン
フ
ラ
や
デ
ー
タ
の
整
備
、
旧
態
依
然

と
し
た
ル
ー
ル
・
制
度
の
改
革
、
安
全
・

安
心
の
た
め
の
対
策
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

地
方
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
が
課
題
克

服
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限
に

活
用
で
き
、
国
民
が
そ
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
役
割
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
状
は
国
民
に
と
っ
て
見
え
や

す
い
・
分
か
り
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

に
力
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
と
も
す
る
と

I
T
ベ
ン
ダ
ー
や
ガ
ブ
テ
ッ
ク
企
業
な
ど

民
間
の
取
り
組
み
と
競
合
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
果
た
す
べ
き
は
、
地
方

自
治
体
や
民
間
企
業
等
が
、
デ
ジ
タ
ル
フ

ァ
ー
ス
ト
、
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
、
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
3
原
則
を
実
現

す
る
た
め
の
基
盤
や
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
観
点
で
い
え
ば
、
例
え

ば
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
あ
り
き
で
推

し
進
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
と
な

る
情
報
の
紐
付
け
に
つ
い
て
、
誤
登
録
を

極
力
排
除
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
標
準
化
等
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の
整
備
や
紐
付
け
・
突
合
の
シ
ス
テ
ム
化

か
ら
取
り
組
む
べ
き
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
2
年
を
経
過
し
た
今
、
設
立
時
に
掲

げ
ら
れ
た
原
点
に
立
ち
返
り
、
本
来
果
た

す
べ
き
役
割
を
念
頭
に
取
り
組
み
の
優
先

順
位
付
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
第
二
に
、
他
の
省
庁
や
地
方
自
治
体
、

関
係
諸
機
関
や
民
間
セ
ク
タ
ー
と
の
協
力

関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
が
設
立

以
来
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
わ

が
国
社
会
全
体
の
D
X
の
成
否
に
も
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
の
情
報
紐
付
け
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
に
関
し
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ば
か
り
の

責
任
と
は
言
え
ず
、
関
係
す
る
各
省
庁
や

関
係
機
関
も
当
事
者
と
し
て
本
腰
を
入
れ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
全
閣
僚
が

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

行
財
政
改
革
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
政
府

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
が
強
化
さ

れ
た
が
、
省
庁
ト
ッ
プ
間
の
意
識
や
方
向

性
の
統
一
に
加
え
、
現
場
担
当
者
と
デ
ジ

タ
ル
庁
の
間
の
協
議
・
調
整
を
密
に
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
移
行
に
関
し
て
、
期
限
が
発

表
さ
れ
た
後
か
ら
高
齢
者
の
取
得
・
利

用
・
管
理
が
難
し
い
な
ど
の
問
題
が
噴
出

し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
導
入
に
当
た
っ
て

所
管
す
る
厚
生
労
働
省
と
の
協
議
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
な
お
、
省
庁
の
中
で
は
、
特
に
農
林
水

産
省
が
D
X
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
さ
れ
る
。
同
省
は
、
デ
ジ
タ
ル
戦
略

グ
ル
ー
プ
や
業
務
の
抜
本
見
直
し
推
進
チ

ー
ム
を
設
置
し
て
、
業
務
改
革
や
農
業

D
X
を
推
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
は

プ
ロ
パ
ー
人
材
で
あ
る
と
い
う
。
D
X
は
、

デ
ジ
タ
ル
庁
の
専
任
事
項
で
あ
る
と
か
、

特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
の
責
務
と

他
人
事
の
よ
う
に
傍
観
す
る
の
で
は
な
く
、

農
水
省
の
よ
う
に
熱
意
あ
る
職
員
の
適
材

適
所
の
配
置
や
全
職
員
の
意
識
変
革
な
ど
、

全
省
庁
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
か
ら
も
D
X
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
よ
う
。

　
第
三
に
、
透
明
性
と
説
明
責
任
の
徹
底

で
あ
る
。
今
回
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
巡
る

ト
ラ
ブ
ル
は
、
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い
て
国
民
に
正
し
い
理
解
を
促

す
努
力
を
欠
い
て
い
た
上
に
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
と
い
う
、
本
来
の
利
用
と

は
直
接
関
係
の
な
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策

を
使
っ
て
、
拙
速
に
普
及
を
推
し
進
め
た

こ
と
が
遠
因
に
な
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
個
人
情
報
に
関
わ
る
よ
う
な

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
施
策
や
、
国
民
に
一
定

の
労
を
求
め
る
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
施
策
の
必
要
性
や
意

義
に
つ
い
て
繰
り
返
し
丁
寧
な
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
。

　
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
毎
年
9
月
に

「
デ
ジ
タ
ル
庁
年
次
報
告
書
」
を
公
開
し
、

1
年
の
活
動
に
つ
い
て
の
総
括
を
示
し
て

い
る
。
過
去
の
I
T
や
デ
ジ
タ
ル
関
連
の

政
策
の
よ
う
に
打
ち
出
し
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
1
年
ご
と
に
活
動
内
容
を
振
り
返

り
、
成
果
や
進
捗
を
ま
と
め
て
公
表
し
て

い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、

実
績
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
多

く
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
や

そ
れ
に
付
随
す
る
各
種
登
録
な
ど
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
付
与
の
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
り
、
行
政
側
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
対
応
状
況
で
あ
る
（
前
掲
図
表
2
）。

今
後
は
利
用
者
側
の
視
点
に
立
ち
、
整
備

さ
れ
た
基
盤
の
実
際
の
活
用
が
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
る
か
、
ニ
ー
ズ
や
技
術
面
で

適
切
に
対
応
し
て
い
る
か
、
デ
ジ
タ
ル
へ

の
移
行
の
効
果
や
理
解
度
・
満
足
度
な
ど

を
継
続
し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
第
三

者
に
よ
る
客
観
的
な
評
価
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
本
報
告
書
は

成
果
や
進
捗
状
況
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る

も
の
の
、
失
敗
し
た
こ
と
や
、
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
こ
と
・
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

反
省
や
教
訓
と
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て

の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

電
子
政
府
の
取
り
組
み
に
関
し
て
も
同
じ

こ
と
が
言
え
る
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
部
の
人
の
目
に
し

か
触
れ
な
い
一
時
的
な
検
証
に
と
ど
ま
る

報
告
書
だ
け
で
は
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

を
忘
れ
る
」
に
な
り
か
ね
な
い
。
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
こ
と
こ
そ
、
活
動
の
全
体

を
取
り
ま
と
め
た
年
次
報
告
書
に
お
い
て

も
つ
ま
び
ら
か
に
記
録
し
、
原
因
の
究
明
、

評
価
を
行
い
、
組
織
内
外
と
の
情
報
共

有
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
、
繰
り
返

し
過
去
の
教
訓
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
し
て

こ
そ
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
の
改
善
・
成

功
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
は
、
政
策
の

立
案
と
効
果
の
検
証
を
行
う
組
織
と
、
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
動
か
す
組
織

が
、
現
状
で
は
デ
ジ
タ
ル
庁
に
一
体
化
さ

れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
効
果
的
に
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
検
証
す
る
必
要
性
が

挙
げ
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
先
進
国
と
さ
れ

る
国
々
で
は
、
D
X
に
関
す
る
政
策
立
案

組
織
と
実
働
部
隊
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
特
に
実
働
部

隊
に
お
い
て
優
れ
た
専
門
家
人
材
を
採
用
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す
る
た
め
に
、（
公
務
員
の
給
与
水
準
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
）
そ
の
能
力
に
見
合

っ
た
報
酬
の
支
払
い
を
可
能
と
す
る
こ
と

が
あ
る
。
わ
が
国
で
も
、
東
京
都
が
実
働

部
隊
と
な
る
「G

ovTech

東
京
」
を
設

立
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁
に
お
い
て
も
、

現
在
の
体
制
が
合
理
的
な
も
の
か
ど
う
か
、

評
価
・
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
設
立
時
に
当
時
の
菅

首
相
か
ら
「
わ
が
国
全
体
を
作
り
変
え
る

く
ら
い
の
気
持
ち
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

D
X
を
推
進
し
て
霞
が
関
文
化
を
変
え
て

い
く
司
令
塔
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
同
庁
の
職
員
は
、
こ
れ
ま

で
の
官
僚
機
構
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

挑
戦
を
し
て
お
り
、
期
待
が
高
か
っ
た
分
、

生
み
の
苦
し
み
に
直
面
し
て
い
る
と
理
解

で
き
る
。
そ
の
使
命
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
社

会
へ
の
移
行
は
ま
だ
途
上
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
2
年
を
振
り
返
り
、
設
立
の
原

点
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
反
省
を
踏
ま
え
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
一
方
的
に
推
し
進
め
る
ば
か

り
で
な
く
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
も
十
分
に
く

み
取
り
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
に
関
し
て

は
丁
寧
な
説
明
を
尽
く
し
、
国
民
か
ら
の

信
頼
を
得
ら
れ
る
組
織
と
な
る
べ
く
、
不

断
の
改
革
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。


